


































































































































資料 1 情報の流れとあいづち (母語話者同士の会話)
NS ‥…‥地球は丸いとかね あっ 地球が丸いとは言わないでしょ






































た｡母語話者であれば､｢はい｣｢え ｣ー｢ん-｣など､聞いて理 解 してい
ることを示すあいづちを挿入する箇所で､NNSは､聞き取った 1語 1語
を確認するためにリピートしているのである (資料4)0
NS :だから 格助詞とか 引用の助詞だけを 補足語って言うのでは
NNS : あ-
NS :なくて そ もう ｢太郎｣とかが agentは､王､え-と
NNS ではなくて-
NS :動作主とか ん- 訳すことが多いですね- それから
NNS : ほい 動作主
NS :themeが対象 で えーと goalが到達 だから これは 例え
NNS : @









NS :NNSさん よかったら 私 2セット 持っ あの上巻と下巻で
NS :あわせて 4千円いくらか 5千円近くになると思うんですけど
NS :私が 2割引きのときに買った本が2セットあるので そのうち
NS :1セットよかったら あの-(1)おわけしますけど いいですか
NS :あの-今度 私 国語学会にね 今週の日曜日行くから- その
NS :- 国語学会 学会のときにね 本 2割引で売ってる本屋さんが
NS :あるんですよ から それで よかったら 買ってきますけど
NS 本 木です ちょっと 分厚い
NNS :この (2)辞典 ? 本 ? あの- 本は あの- 2鼎に
NS :です 上巻と下巻にわかれてます 上巻と下巻で 2潤 その
NNS : 上巻 あー はい
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NS :上と下 一緒に買ったとしても 4千円何百円かで 5千円まで
NNS : はい
NS :はいきません 2セット
NNS : 今 あの- NSさんは うちに
NS :持ってます 上下 上下 全部で4冊持ってます それはね-
NNS ニ 上下 上下 あ-
NS :実は その- 私が大学時代に お世話になった先生に あの-
NNS : はい あー
NS :プレゼントしようと思って 買ってて 送ってないんですけどね
NNS : あ- は-
NS :何か それで あの- NNSさんの方が お急ぎだと思うので
NNS : そうですか
NS :よかったら先におわけしますよ (3)ということです


























































NS :あの- 類 日本語類義表現の文法 ありますよね え-と 知り
NS :ませんか その本のことは 先生の本
NNS : 類義 表現 先生の あの
NS :じゃなくて ‥‥‥あの みんなで作った本 いえ 違います
NNS : 先生のじゃ ま 森田
NS :それじゃないです それはね- それは ***辞典
NNS : 類義語じゃない
NS :***辞典です 森田良行さんの あの- ここの















NNS :えーとね- えー この と- ん- あの- 第2孝二の補足語で
NS はい (1)いや
NNS :すね あの 補足語という用語が あの- 普通は 補語 と




NNS :で あの- 日本 あの- 日本教育 l=1本語教育辞典を あ
NS はい (2)あーあ-












NNS :と- ん- あの- 第2章の
え-とね- え- この
資料9 NNSが発話権を獲得した場面 (NSによる発話権譲渡)
NS :というのもね 覚えておいた方がいいと思いますけどね (沈黙)
NNS :
NS
NNS :だから あの- えー -一般的に
はい
資料10 NNSが発話権を獲得した場面 (NSによる沈黙の後)




NS :いるから 覚えやすいですよね- 今みたいに (ポーズ)































は､NNSが聞き取 りで困難だと感 じたこととして､ インタビュ-で述べ
ている｡
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